
試験かびの名称変更

試料サイズ

試験方法の種類

方法 の試験条件

評価方法

かび抵抗性を必要とする工業製品又は工業材料のかびに対する抵抗性の
試験方法を規定するJIS Z 2911が、2023年11月20日に改正されました。
本試験は、一般工業製品、繊維製品、プラスチック製品などの様々な工業製品を
対象としており、一般社団法人抗菌製品技術協議会のSIAA防カビ加工製品の
登録にも採用されています。
改正の主なポイントについてご紹介致します。

かび抵抗性試験（JIS Z 2911）が改正されました！
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改正ポイントをまとめたケン！

※1　試験かびの名称が変更になり、報告書記載名が変更されます。

→5cm×5cmの試料になります。
※2　試料サイズが固定になりました。

→名称は変更となっておりますが、試験に使用する菌株は2018年版と同じかびとなります。

※1

※2

次のページでは
試験方法と概要の

ご紹介をして行きます！
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TEL:06-6577-0157 ／ FAX:06-6577-0160大阪機能性試験センター 三井  ・  小數賀

上記の内容についてご不明な点等ございましたら、こちらまでお問い合わせください。

評価ご依頼の多いプラスチック製品の試験に関して、方法AとBの試験概要と
違いについて簡単にご紹介致します。

方法Aは試料以外に有機物が存在しない状況下での試料のかび抵抗性の評価を
目的としており、方法Bは炭素源(グルコース)を含む培地存在下で試料のかび発育
抑制効果の評価を目的としています。

プラスチック製品の試験概要ご紹介

  こ    す   がみ  つ  い  


